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　能楽の大成者世阿弥(1363-1443)に卓越した芸術論のあることは既に認められている事である
か，芸術を道とする見解に於ても亦極めてすぐれたものを遺していると思われる。むしろ世阿弥に
於てはその美論と道の論と,は極めて深い処に於て根合している観があり｡，美の中に道を，道の中に
美を見出している,と言ってもよいかと思う。例えば世阿弥が究極に求めた「無」「妙」の美とか，
　「閑位よ「無心位」「却来」に発現する美の如き，正しい伝統に立ち規範に従い稽古の劫を積んだ
最後の段階に於て悟得せられるものであって，そこには美と人間の調和の境地か志向せられてお
･吻，’極言すれば，その美は道を離れては到底理解できない性質のものと言えるであろう。しかもそ
ういう道の思想は殆んどその全論著に充溢するものであり，殊にその習道の階梯論の如き精細を極
?????????『
るのであって，そ｡の所論は必ずしも体系的ではなく，また歌道連歌道と大体同一の精神に立
でもあるが，中世芸道論としては最も精深且つ卓抜なものと言えるかと思う。そういう考え
に少しく世阿弥の芸道論について考察を加えて見たいの,である６　　　　　　　゛　・　　　Ｉ
　　ただこういう方面の問題は既に多くの人に注目されており，殊に西尾実氏や能勢朝次氏め世阿弥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）・j関係の論文には道に触れたものも多く，能勢氏のF能楽芸道」など特に注意されるものであるし，
　佐々木八郎氏のF芸道の構成･」にも世阿弥の道の見解は多く採り上げられているのであるが，ここ
には直接「道の論」という観点に立って，世阿弥の能楽論を全体的に吟味し，そこに現れている道
　の見解を検索し，これを整理し七みたいのである。そして整理の基準としては，道の思想を構築す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）ると考えられる伝統観と宗教観，並にその方法論としての稽古論となる。世阿弥の芸道論の中核を
　なすものは稽古工夫論であり｡老劫観であると思うが，稽古工夫を重んずる根抵には，伝統尊重の思
　想と，高い芸術へ･の欲求があったと思われるし，真摯な習道朧の申に修証的な宗教思想も窺えるの
　である。そしてその修行道が直ちに彼の芸術となるところに世阿弥の道の思想の深さもあるのであ
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　なおここに直接の資料となるものは，言うまでもな,く二十余部の遺著であるか，これについては
能勢朝次氏の「世阿弥十六部集評釈」や川瀬一馬氏の「世阿弥二十三部集」の如きすぐれた校訂注
釈の書も公刊されているので，その書誌・本文等にういては専らこれに拠ることにしたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　li　　　●　　d●･　ふ
　　　　　　　　　　　　　　　　|r　　傅統観（1）－「家」ご「秘傅」
　先ず世阿弥の伝統観から考えてゆきたい。　　へ　I｀　　＜　・　，
　世阿弥は言うまでもなく,’父観阿弥の薫陶を受けて観世座を嗣ぎ，更にこれを嫡男元雅に諧ろう
とするのであるが，「家」を重んじこれを守ろうとする世阿弥の思念には非常なものかある。花伝
書に，「凡そ，家を守り芸を重んずるに依って，亡父の,申し置･きし事どもを心底に留めて大概を
録す。　所詮，他人の才覚に及ぼさんとにはあらず。ただ子孫の遅疑（宗節本「庭訓」）をのこすのみ
なり。」（問答条々）「凡そ，花伝の中，年来稽古よりはじめてこの条々をしるすところ，全く自力
よりいづる才覚ならず。幼少以来亡父の力を得て人と成りしより廿余年が阻，目にふれ耳にきき置
きしまま，其の風を受けて，道のため家のため是を作すところ卜わたくしにあらんものか。」（奥儀）
とある如き，その最も端的な表白と見られるが，世阿弥め遺著はまた殆んどすべて父から受けた芸
跡と己れの芸跡とを元雅に伝える為に書き記されたら｡のと言ってもよいのであって，「相承相伝」
の意識がいかに強烈であったかを窺うことができる。･しかもぞの元雅については，「子ながらも類
なき達人」「祖父にもこえたる堪能｡」（夢跡一昏）¨といしソイ迫の奥債を究めつく」した得法者（七
十以後口伝）と言って，芸統を伝えるに足る者として信愛しし期待を寄せていたのである。　たまた
ま元雅は永享四年八月一日伊勢の安濃の津に於て客死するごとになるか，（世阿弥七十歳，元雅四十歳
前後）その死を悲しみ悲歎の情を吐露したのIが夢跡一楷であり｡。七十以後口伝の序に於ても，
　　当道の芸跡の条々，亡父の庭訓を受けしより以来，今老後に及んで息男元雅に至るまで，道の
　　･奥債残りなく相伝終りて，世阿は一身のー大事妙み番待ちつる処に，思はざる外元雅早世する
　　に因って，当流の道絶えて，一座既に破滅しぬ。’　　　で
と言っているのである。家の伝統の絶えるなげきめ中峰伝統尊重の思想が遺憾なく示されている｡‘
　この家を尊ぶ伝統思想は中世芸術に通じて見られる特色で，芸道思想の重要な一面となるか，世
　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　・　　　㎜■　　ｆ　●　　　● ■●　　　　Ｉ　　　　』-阿弥の場合には，能楽の歴史，更に当時の能楽界の状況というもめを併せ考えねばならない。ただ
この点については既に多く述べられており，本論からも離れるの‥で，ここにその詳細を述べること
は略したいが，能楽の基を築き，将軍義満の保護の下に妹９猿楽瞰は勿論田楽座をも圧倒して，結
崎座（観世座）の門地を興したのは観阿弥であり,。それ｡を受け継いで能楽をいよいよ高い芸術に大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　バ　　　　　　　　　　　　（3）成し観世座を盛大ならしめたのは世阿弥であった。しかもなお当時猿楽・田楽各座の間に於ける
争は激しく･｡「立合勝負」（競演）なども屡々行わ如てい,たい現に世阿弥父子の観世座も将重義満の
死後，義持の冷遇や義教の圧迫を受け，音阿弥1ごその］地位を奪われ，その上世阿弥は佐渡に流され
るという事実もあった。こういう状況であるから各座の,中には私利権勢を専らにするだめ，権貴に
おも｀’ねり大衆にこびるという弊風をも生ずるに至ってい‥４・･当時の芸能界のかかる風潮を念頭に置
いて見ると，世阿弥の「家を守る」という考えの中に柘そういう一座の安泰と繁栄を願う気持が
強かった事も否定できない。事実世阿弥は将軍権貴の,意を迎:える必要も屡々説いているし，立合勝
負に勝つ秘術として教えている部分も多いのである。
　ただここにどうしても見落すことのできないのは世阿弥に次め様な見解のある事である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i-　●　｡　　●此別紙ノロ伝，当芸二於テ家ノ大事一代一人ノ相伝ナリこタト･へ一子タリ･ト去フ,トモ，不器量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|●　ｊ　　Ｌ　ゝ　　　　。ノ者ニハ伝フペヽカラズ。「家家ニアラズ，続,ク,テモテ家ﾄﾉろ。人人ニアラズ，知ルラモテ人ト
　・ス」ト言ヘリ。コレ万徳了達ノ妙花ヲ究ムノレ所ナふふシム（花伝魯第七別紙口伝）
　　　　　　　　　　　　世　阿　弥　の　芸　道　論．　　Ｉ（石津）　　　　　　　３
同じく花伝書奥債に於ても，「当世此道の輩を見るに，芸の嗜みはおろそかにて，非道の;み行じ，
たまたま当芸にいた･る時もヽ，ただ一タの気せう（見証ヵ）一旦｀の名利に染みて，源を忘れて流を失
ふ事，道既にすたる時節とこれを歎くのみな･り。」「此寿福増長の嗜みと申せぱとて，ひたすら世
間の環にかかりて，若し慾心に住せば，これ第一道のすたるべき因縁なり。道の為の嗜みには寿
福増長あるべし。寿福の為の嗜みには遠まさにすたるべし。」と言づているが，これらを以て見る
と，世阿弥は家というものに対し，形だけの家とか，家系というものを考えていたのではなく，
また名利という「私」の立場からのみ考えていたものでもなく，根本に‘於てぼ飽くまで家の芸術と
いうものを愛敬し，器量の人を得て伝える所に家があり伝統があると考えていた事が判る。そこに
世阿弥の道に対する高邁な精神とか堅い信念を見なければならないであろう。元雅を失った後に於
ても，
　　たとひ他人なりとも，其人あらは此一跡をも預け置くべけれど･も，然るぺき芸人もなし。ここ
　　に金春太夫，芸風の性位も正しく道を守るべき人なれども，いまだ向上の太祖とは見えず。芸
　　力の劫積り，年来の時節いたりなば，さだめて異申の異曲の人とや’なるべき。それまでは又世
　　吋が世命あるまじければ，おそらくは当道に誰有って印可の証見をも現はすべきや。（七十以後
　　口伝）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，’　　　　●
と言っている。芸跡の伝授についていかに厳しい考え方を持していたかを知る事ができる。花伝書
第五奥儀に，「凡そ，能の名望を得る事品々多し。上手は目利かずの心に合ひ適ふ事難し。下手は
目利きの眼に合ふ事なし。下手にて目利きの眼に適はぬは不審あるべからず。上手の目利かずの心
に合はぬ事，是は目利かずの眼の及ばぬ所なれども，得たる上手にて，工夫あらん為手ならば，又
目利かずの眼にも面白しと見るやうに能をすべし。此工夫と達者とを究めたらん為手をば花を究め
たるどや申すべ･き。」とあるのも，徒に権貴に阿ることをよしとせず，飽くまでも芸力によ･つてこ
れを克服すべきであり，また克服し得るという態度と信念を示すものと見られるであろう。。
　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　÷　●　ｊ家を守り芸風を一子に伝えようとする思念は勢い｡「秘事」「秘伝」の思想を生み出してゆく。こ
の点世阿弥に於ても例外でなく，むしろ世阿弥の場合，卓越した観阿弥の芸跡を受け，非常な工夫
研鐙によって開拓した高次の芸境であっただけ，秘伝への情熱は一層劇しかったかに見える。「大
事」「秘事」「奥債」「秘伝」「口伝」等の言葉が実に頻繁に用いられているし，前述の如く彼の
論著の大部分は一子相伝の秘伝書として述作せられたものでもある。元来秘事秘伝という事は学芸
の家の世襲制度とか，宗教的神秘思想に導かれて起ったものであろうが，当初に於てはその発生も
自然七あり，反芸能の教育という点からは必要もあったわけである。しかしそれは一面極めて排他
的権道的なものであるし，形式化され易く，その運用によっては学芸を堕落させる性質もあって，
今日の’学芸から見れば無論否定されるべきものであるが，その秘事に七）いて世阿弥はどの様に考え
　　　　　　　　　　　　　　　　　｜　　四　哺　　　　　　　。　　　　　●ていたかというと，花伝書第七別紙口伝に於て次の様に言っている
　　秘スル花ヲ知ルコト。･秘スレバ花ナリ，秘セズバ花ナルベカラズトナリ。コノ分目テ知ルコト
　　　　　　　¶　ｉ　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／肝要ノ花ナリ。抑々一切ノ事諸道芸ム於テ，ソノ家々ニ秘事ト申スハ秘弐ルニョリテ大用アノレ
　゛が故ナリ。然レバ秘事トイフ事ヲ顕ゼバ√サセノレ事ニデ宅ナキモノナリ。コレラサセノレ事ニテ
　　　モナSシト云ラ人ハ未ｙ秘事トイフ事ノ大用ヲ知ラタガ故ナリ。
　　ｄ　　　　　　　　　　　　　齢・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・これは秘事の真意を明瞭的確に道破したものとして注意されると思うが，世阿弥はつまり「花」と
　。・．　　　　　　　　ｊ　　●●，。　　　　・　　　　　　　　．　　　　Ｊ　　　　　　　　　　　　ｉ　　　　　　　。いう理念を以て秘事を解しているのである。「花」は「物真似」「幽玄」と共に世阿弥の芸術論に
於て重要な理念となるものである。　ただその意味はかなり広範囲のものを含み一概には言えない
　　　“●　●　･‘●　　　　‘　　べ4）　　　　　　　　　　　，-　　。　，’　　ゝ　’　　　7　　　・が，野上豊一郎氏も指摘されている様に，演出上の技法について言い 「,芸術的魅力」刃意に用い
●ゝ　　　　　Ｉ　　　Ｉ　　　　　　　　　●ｔ　　　　　ｒ●　　　　　　　　　●。■　　　　。●　　１　　　　１　　　●
るのか重要なその－77）である。,即ち,.Ｔつの風体叫停住せず紳｡果ず変化する所に「珍らしさ」があ
り，「珍らしいよが故:にまた「面白い」のであって，幸｡れが花である。。つま｡り「花ト面白ギト珍ラ
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シキ’ｈ．コ･レ三ツ｡･ヽ同ジ心」（別紙口伝）であるとする･の’がそれであるが，そこから世阿弥は花を非
常4こ重んずるのである6しかも「珍らしい」感を与え右為にはどうしても「人の思いもよらぬ感を催
す手立」が必要であるし，観客の意表をついで「あツ口と感嘆せしめる所がなければならないじ，
そこに秘する事の存在理由もあり。また重大な効坦もある･とするのである。それは所謂「花」であ
るが，つまり世阿弥は秘事を花とし。そとには能楽美成立に泌要な条件か存すると見ていることを
知るのである。。　　　　　　　　　　　犬　　　　　　　　ノ　　　：　　　　　　･。
　且つぞの花については更に。　　　　　　　　●･ｌｄ．　　　　　　　　・　　ｊ　；　　。　　　　　．　　　ｓ
　　此ノ道ラ究ｙ終リテミレバ，花トテ別ニハ無キキノサリ。,奥峡テ究ンテ万二珍ラシキ理ヲ我ト
　　知ルナラデハ花有ルベカラズ。（別紙口伝）　　　＼
と言い，「その風を得て心より心に伝る花なれば風姿花伝と名付く。」（奥儀）とも言っているか，
「させる事にてもなく」「別にない」といっても，それは「道を究め」「奥儀を究め」「我と知る」
上の事であって，やはり芸境を問題にしているのである。同じ対象に対しても未到と既到ではその
解し方に隔りがある筈である。それは後に「却来花」としで提出された所論に通ずると思うが，大
体秘事秘伝にしても印可の証見にしてもそこに到達する修行過程が重要なのであって,｡花鏡「習道
智の事」に，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ
　　師の許す位は，弟子の下地と心を見すましてならでは許,さぬ仔細有り。下地疎かなれば許す事
　　叶はず。其の故は，疎かなれど許せば，許す位は高上也，下地は及ばねば，相応せぬに因うて
　　叶はず。叶はぬは許す事偽りに成りて徒になる故把許さぬ也。
とあるのもそれを言ったものであろう。ここに下,地どは素質の外に稽古の分子を含んだ器量の意で
あるか,｡その下地が印可を与える位に相応しない者:に許す事は正しい伝統を失うおそれのある事を
警めているのである。,そこに伝授者の道義的責任も生ずるわけである｡が，秘伝を受けるという事は
一つの悟りの境地とも言えるのであり，したがって最早筆舌で云々でき･るものではなく，以心伝心
ともなって来るのである。世阿弥の解する「花」「秘事」には一面そういう意味があったと見られ
るのである。
　こう見て来ると，その秘事秘伝論は見解としても立派に→つの意味を持つものと思われるか√事
実世阿弥は元雅一人をば真に奥儀を究めた得法者として相伝の対象と考えておったのであり，且つ
その伝授の内容にしても，古今伝授の如き空疎なものでほなく，また後世の秘伝に見られる如き芸
　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　‘・＝　　　・　し　　　　　　　　　゛’の枝葉に関するものでもなく，芸術の根本問題に触れた深い意味のものであったのである。そこに
後世に所謂秘伝とは根本的に相違するものがあるｹし秘伝が秘伝として道とか伝統の上に十分生か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　（5）　　　　　　　　　　　，されているのであるが，見解としても亦注意せられるかと忍うのである。
　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　傅統観(2) -･『師』イ「型」。
　そうしてこの「家」とか「秘伝」とかの概念は直ちに「師ゴとか「型」の概念に結びつくものと
思うが，これについての世阿弥の見解を次七見たい．　　Ｊ　ト
　世阿弥の第一の師は言うまでもなく父観阿弥で，圭二才までその指導を受けているが，［ご父を景
仰讃歌する至情は論書の随所に漏らされている。天下に名望を得た達人で，九位（後述）に亘って
得法した人は観阿一人だけであると言い，「何に‘もな（あヵ）れ音曲としかへられし事神変なり」’
（申楽談儀）「此道に於てば天降りたる者な力とも及びがたく見えじなサ」（同）等とも言っている。
殆んど絶対者に対する信仰的な感激を以て対したかめ如く丿察せられる。かの花伝書の如きも，「花
修」を除いで全く亡父の庭訓によって成うたとし/ている事は既に見て来た通りであるが，観阿弥の
実力を考えると，まさに正師について正法を正伝:したもめど言えるであろうごしかも世阿弥の師に
ついての態度は決して固晒なものでなく，たとえ門流は相扁してもおよそ錬達の人であれば。これ
,世イ　阿．弥　の　芸　道　，j論フ･，（石津）
５
･について学ぽうとしている。田楽の一忠･｡･｡喜阿弥，近江猿楽の犬王道阿弥の如き先輩はｆ当道の先･
祖」（申楽談儀）･と,して仰ぎ，同時代の田楽者増阿弥をも推重しているか，殊に大王から大きな影響
を受けていることは，近江猿楽の幽玄風を取り入れて，芸術美の理想とした点からも察せられるの
であるi　　‥　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ
　「師」’について直接述べた見解としては，花鏡ｆ習道智」の条に，　＞　　　尚
　　抑々其物になる事，三揃はぬは叶はず。下地の叶ふべ･き器量一，心に好きありて此道に一行三
　　味なるべ･き心一，又此道を教ふべき師一也。此三揃はねば其物には’な･るまじき也Jヽ其物とは上
　　手の位に到りて師と許さるる位也。　　　　　　　。　●　　　　　　　　　　　　　　　ｒ　　　●　　　　・　　■
と見られる。　師をば，下地・好きと共に習道上欠ぐことのできない条件とするのであるが，「先づ
師の言ふ事をふかく信じて」（奥段）とか，「いたりたる上手の能をば師によく習ひて似すべし。　習
はでは似すべからず」（習道智）‘とも言って，師について習う事の重要さを繰り返し説いている。
師とか先人は道の開拓者であり，後継者の導師でもあって，師に随うところに道が成るのであるか
ら，師を重んじ謙虚にその教えに随うべきを説’く世阿弥は又師のうちに道を見ている･と言うべき七
ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･｡　　　　　　　　　　　‥
　しかして師に習う第一歩は基礎的規矩であり規範である。芸能の世界では「型」ヽとして提示され
るものであるが，世阿弥が習道の根抵に於て最も重んずるのもこの「型」「形木」であって，これ
を反覆説いて強調している。花伝書第五奥儀に於ては。
　　我風体の形木のおろそかならむは，ことにこｰとに能の命あるべからず。
とまで言っているのである。世阿弥は和州・江州・田楽には夫々違っだ風体のあることを認め，何
れの風体にも亘らなければ真の名人とは言われないとし，他流の風体とか型というものについて
は，師に対すると同様比較的自由な態度をとっており，他流の型を全く拒否する後代の芸能とは行
き方を異にするものがあるが。しかし先ず肝要な事は自分の風体の型ということであよて，例えば
大和猿楽の観世座にはそれ独自の芸風とか様式というものかおる筈であるし，そういう風体の型の
研究錬磨をおろそかにしては全’く能の生命などというものは,あり得ないとするのヤある。一体能と
か歌舞伎の如き舞台芸術に於ては，型は表現形式であると同時に表現内容でもあふて，型自体重要
な意味を持つものと考えられる。即ち，それは古来名匠のエ芙分案の結果自然に生ぶ出きれたもの
で，芸の精華の具体化であり，表現様式の結晶でもあるが，それだけ4どまだ学習者に向っ七啓示ざ
れる規範ともなるのである。その点型は師であり伝統で･あるとも言えるのであ芯が，との規範なり
伝統なりに従ってこれを「まねる」のかそもそも稽古で,あり，学習の近道でもある。同時にそれは
稽古学習の目標ともなるのである。稽古に於てこの規範以外を求めるのは邪道となるのである。さ
れば「行証｡」を生命とする禅などに於ては特にこの点を重んじ，先聖の行実を稽え，厳守された垂
範に資ることを旨とする。個我の判別意慾の如ぎは一切放擲して只管師に参じて法を問い，仏祖の
行履に随って打坐することを「行」として要求するのであるが，世阿弥の考える師・型にもこれに
近い意味があったと思われる。　　　　　　　　’
　しかもそうして師に随って型を習うという事は，単に芸術への近道を通るというばかりでなく，
高みに進む道を歩むことでもある。換言すれば，型に入るという事は，決して個性の没却ではな
く，却って個性の顕揚を志向するものであるが。世阿弥も亦この事に触れて言っている。例えば世
阿弥は無主風を退け有主風を重んずるのであるが，無主風とはいねば個性の,なり型だけの芸であ
り，これに対し有主風とは自由で真の個性の発揮された芸である。しかもその有主風を達成する為
には，じ師に,よく似せ習ひ見取り」「やが物になして身心に覚え入」（至筰道書）る必要があるとする
のである。｡また世阿弥は芸位の高い段階に「閉位」というものを考え,･ここに於では非風も是風と
なるといった破格の美を認めるのでむるが，しかしそれも，「常に師に近づ,きて･，不審を立てて｡。，
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　　　　　　　　　　÷　Ｉ　　　．㎜　９　　　‾．　　１　　●
我芸の位の程をよくよく問ひあきら」（至花道書）卜め。稽ｹ古の劫旁琢ひことによってはじめTて得られ
るとするの｡である。この有主風や閑位についての見解は脈らかに型地入って型を出るという型の生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）　　　　　　一一　　　　，-,｡命化を言ったものと見ることかできる。 　　　　　　‥‥‥‥‥‥
　要するに世阿弥は飽くまで師に随い型を習うどとを稽古の正道として要求する，師といい型とい
い，それは一応個性を規制するものに違いない，しか虻師を越え型を通過することによってはじ
めて真の個性の発揚も大自在の芸境も獲得できるヽ。それか稽古修行の究極であり理想の境である，
師や型を重んずる意義も亦そこにあると考えてい一芯犬と見られるのであってj師とか型の真意を説き
得たものと言うことかできよう。観阿弥に師事して虚心にその教えを受け，近江猿楽の幽玄風を取
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ　ゝ　　・　％り入れてエ夫公案を重ね，独自の高い芸風を創造した世阿弥揉ま｡たそ’のよき実践者でもあったわけ
である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’‘　　，
　以上「家」「秘伝」「師」「型」というものに対するI世阿弥め見解を見て来たが，それらを通
して世阿弥の伝統観が窺えるかとも思う。一口にそれは徹底した伝統尊重諭と言うことかできる。
中世思想としてみれば決して新しいものではないか，ただ伝統の承襲と発展への熱情に貫かれたじ
のとして注意されるし，殊に家とか秘伝についで政見解は見事であり，道の論として精彩を放って
いる。芸術の伝統の意味を「道」に於て深く確実’にとらえたものと言ってよく，中世芸道論として
もやはり注目されるものがある。　　　　　　　１　。’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　】y　倫理観。●宗教●観
　伝統観にならんで倫理観・宗教観を考察したい。　　　　　　　　‥
　,世阿弥が究極に求めた「無」「妙」の美とか，或はその修行観丿わけても「賜位」「無心位」
「却来」等の段位の考え方になると，後にも述べるよ･うに，仏教特に禅の観法を否定し得ないので
あるが，直接倫理乃至宗教の概念を以て芸術を説く所は世阿弥に於て坊較的に少い。その点心敬や
禅竹の芸術論と異るのであるが，それは，世阿弥の本領か体験者というにあり，その立論も主とし
て芸術体験に基くものである事を示すものかと思われる。
　と言っても，世阿弥の所論の中に直接芸術に対する倫理観9.宗故観を吐露した言説がないわけで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C7),
■　　　　　●　　　　｀
はもとよりない。例えば，花伝書第五奥儀に「秘雖云よとして，　＼
　　抑々芸能とは，諸人の心を和げて上下の感をなさん事,寿福増長の基，退令延年の法なるべし。
と言っているか，これは世阿弥の芸能に対する基本的な考えとなっ,ているものである。尤もここに
「寿福増長」と言ったのには，芸術家としての名声持続という功利的意味か強い様である｡が，「申
楽延年」とも言っており，やはり能楽の機能性に人倫的なものを認めでいると忠われる。そしてそ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　ｆ　　　　　　ｒ
ｉ　･●
ういう考え方は当時一般の考え方であると共に世阿弥の考え方でもあったと見られる。五音曲条々
に於ても，祝言音は治世安楽音であり，これを基体として総での音曲は展開してゆくのであり，総
ての音曲を統一する主体となるものはやはりこの「祝言の安全音の力」であるとしているが，同様
の態度か見られる。殊に同所に於て，中庸の「天之命謂之性，循性謂之道」の語を引き，祝言音を
性に配し，これにしたがって幽玄・恋慕ｉ哀傷・闇曲とすすむところに道かおるとしている如き注
意される。尤もこれも単に説明の便宜上中庸の語を借り来っ,たに’過ぎないともとれるし，儒教哲学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｆ１●に対する認識如何という事も問題になるが，祝言音を天の命ずる］本源的な音曲性であるとするばか
りでなく，音曲修行の道を性・天・自然から見ている所に倫理的な一つの立場も示されているかと
思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　二　　　犬　　　　　　　＼
　また申楽談倶二十四では世阿弥自身の霊験に関する話をいくつかあげ，芸道に於ける至誠は神明
に通ずるものかあるとしている。もとよりこれは高い宗教理念をホすものではないが，花伝書第七
別紙口伝「因果ノ花ヲ知ル事」の中では，「因果ノ花？知ルコト究ノナノレベシ。一切ミナ因果ナ
脊　阿　弥　の∴巷　崖　論し　べし(石津j ７
　リ。」と言い，稽古と成果の関係も因巣であるし，時のT運行も亦一種の因果の法則によるものであ
　り，男時（好運の時）女時（悪運の時）の起伏循環とか，勝神負神の支配という事も知らねばなら
　ないとし，「信あれば徳あるべし。」と結んでいるか，これなどは明らかに一つの信仰を芸術に結び
　七）けた考え方で，時の循環とか勝負神の前には謙虚に畏れ慎しまねばならぬとする点･は注目され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
る。斎藤清衛氏もここに宗教と文芸の一如論が成立するとされている。・
　　しかし前述したように芸術を直接倫理宗教に結びつけて哲理として説いている点は少いのであ
る。やはりそういう思想はその精密な稽古論を通して間接に窺えるものかと思うが，そのうち，花
伝言の冒頭に，　　’
　　　先づ此道に至らんと思はん者は非道行ずべからず。但し歌道は風月延年のかざりなれば，もっ
　　　とも之を用うべし。
の言句を置き，これに続いて，稽古上の清規と’じてﾀ　”’　　　　　　゛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　や　　　　　　　　　　　・一 好色，博突，大酒，三重戒，是古人掟也○ 　 ’ 　 ｀”
　　　一　稽古は強かれ，静識はなかれと也。
のニケ条を掲げているのは十分注意されよう。･申楽談儀にも観世座規として，「好色，博突，大酒，
鶯飼ウコト，コレ清次ノ定也」を附載しているか，これらの言句や戒律か観阿弥によって依された
ものである事は明らかであるとしても，これを花伝書の冒頭に置いている所に世阿弥の立場も見ら
れる。そしてことに「非道」というのは，もとより道徳的な意味ではなく，他の諸道諸事をさして
　　（9）いる。つまり「非道行ずべからず」とは，歌道を例外として能一事に専心厚頭すべきことを強調し
たものである。花鏡奥段に於ても，Ｆまことにまことに能を知らんと思はばヽ，先諸道諸事をうち置
きて，当芸ばかりに人ぶして，連続良習ひ究めてぶ
　　ｰ･Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｒ　　　　●　　 ４知るべし。」とも言っているか，この一事専念という事はその一事に生命をかけて精進する事であ
　り，生きる道をそこに見出す事であって，宗教的発言としても重視せられるべきであろう。しかも
　これを「非道」という如き強い語を以て表現している所に熾烈な気魂も感じられるのである。そし
　てその場合最も戒心すべき事柄として，好色・博突・大酒とか居識を掲げるのである。「静識」と
　は「争い心」で，慢心とか嫉妬心を言ったものであろうか，外面生活に於ける放縦堕落を戒めると
　共に，内心に於ける清浄謙虚を求めたものであって，そこにも烈しい宗教的倫理観が見られる。申
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　■　　●　－　　Ｊ　　●楽談膜廿一に於ても，康次・大王の恩義を知る話を引き，道に志す者の行き方を語っている。・
　　一方稽古については「強くはげしい」事を求めているが，それはまた「生涯にわたる」べき事を
　も求める事になるのであって，例えば，
　■　　　　　　　　　　　＝　　　　　　●　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　’ｒ●　 生涯にかけて能を捨てぬより外は稽古あるべからず。･（花伝書第一年来稽古）
　　　能は若年より老後まで習ひとほるべし・（花鏡）
　㎜　　●。　４　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　－　］初心不可忘，時々初心不可忘，老後初心不可忘。（花鏡）
の如く見られる。そしてそれは，
　　　命には終あり，能には果あるべからず。ヽ（花鏡）　　　　　　　　　　　　　　’　ト
　　　　　　　Ｉ　　　■　　　　　　　．ｒ　　　　　　？　　　　　　　　　　　　　。　　　゛　　　　　　　／の如き厳粛な自己反省ともなるのである。　それは正しく西尾氏も言われるように，「道の無限に実
　　　　　　　　　　　　(10)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，･参した者のみの抱く慨き」と言うべきであろう。そうしてこの「一道専念」といい，「生涯稽古」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　¶　　　　－といい，更にはまた前節に於て見た「参師問法」,というのは，直ちに宗教的「行」に通ずるもの
であり，「道念」に発するものと言わなければならない。　ここに到ると，世阿弥は明らかに能芸の
中に宗教を見ていたものと言うことができると思う。こうして世阿弥の直接の見解としても芸術に
対する倫理観宗教観を見ることができるが，それは更に周密な習這論の中に具体化されていると思
　　　　　jl　r 辱　　ｊ　ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　ｒ　　･●　Φ　　●　　　　　　　　　１　●われるので，次にその点を見ることにしたい。
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ｙ　’゛‘‥　’゛゛　　　　　Ｖ’稽古‥工夫∠論／’べ”ソ　　∇　ヽ‥
　　　　　　　゜　　　　　　　　　　　　　　　　ｙ　　　　　　４　　ｆゝ　　　　　　ゝ　　Ｆ　　　　●　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　ｗ　　　　　　－
　高い芸術の伝統を承け継ぎこれを永遠に伝えようと希求する時，また芸術の中に倫理と宗教を見
出してここに全生命を帰一せしめようと思念する時;真剣な修行を要請するに至るのは寧ろ当然な
ことであって，その伝統的乃至宗教的芸術観はまた直ちに芸術の修行論を引き起すべきものであろ
う。事実世阿弥の稽古工夫尊重の精神はその論著を貫いており，一にも稽古二にも稽古の観がある
のであって，ここに一々その例証を挙げるまでもない。前節に於て述べた稽古の基本的一般的注意
をはじめとし，音曲・声出・舞・はたらき等にわたる五味的注意まで，実に用意周到な稽古論を展
開しているのであるが，その全体を通じて特に感じら･れる則お稽古に段階のあることを強調し，
一段一段と確実に物にしてゆく，しかもそれを生命的に飛躍してゆく所に稽古修行の正道かあり，
芸の進展もあるとして，これを厳しく要求している七とである。それは「位」ということにもなる
が，芸術と道との関係という面から見て重要なのもその点肥あると思われるので，こぐには,その点
を主として世阿弥の稽古工夫論の大略を窺うこどにしたい6　，　　　　　　　　　‥
　稽古に当って基礎的訓練の重要なことは論を埃つまで,もないが，世阿弥は亦これをむしろ異常に
重視する。，しかもその基礎の上に次第に高い芸風を築きj究極に於て絶対自由の妙境に到るべきを
理想とするのである。換言すると，型から破格へ，是風から非員へ。伎から心へということになる
が,･これは世阿弥の繰り返･し述べる所のいわば稽古の基本方式であった。また世阿弥は芸風とか音
曲とかの芸態等についてよく分類を試みているかにしかもそれは発達的段階に結びつけられている
場合か多い。その最も代表的なものは「九位」であるか，音曲についでも，祝言・幽曲・恋慕・哀
傷・閉曲に分類し，芸態については，「見・聞・心」「皮・肉・骨」という事を言っている。これら
の音曲論とか芸態論は必ずしも稽古の段階論ではないが，閑曲や心骨をば高しとするの･であって，
やはり一つの習道位を示していることになる。音曲尽づいては別に習道次第で，音曲の素地は声を
使うことであり。この使声から始まって，節を習い，声のﾉ横竪を知り，相音にうたうという風に次
第梯登に習道してゆくべき事をも言っている９である力らこう｡勁う習道の階梯を最も明らかに示し
ているのは，かの「年来稽古」論であり，「位」の論であり，「九位次第」の論であろう。
　世阿弥が花伝書第一年来稽古条々に於て，年令によ９て稽古の段階を，七才・十二三・十七八・
二十四五・三十四五・四十四五・五十有余の七期に分肌夫々の年令に応じた稽古の必要を説いた
ことは余りにもよく知られている事であって，ここにその内容について述べるまでもないか，生理
‘”　・　　・　　‘　’　　　　　　　　　　　　　，･１ ●ｋ　　－１　・　　　　　　　　・的変化を考慮に入れた学習階梯論であり，従来の歌道連歌道の稽古論に於ては見られなかったもの
で，先ず注意される。もとよ｡りそれは舞台芸術という能楽の性格によるものであろうし。殊に当時
は容姿や肉声の美が要求されていた事情にもよ芯事であり，また五十有余を最後の段階としたのは
五十二才で死亡した観阿弥を標準としたものらしく，･問題甘ある力らとにかく，具体的で綿密な稽
古論として注意されるべきものかある。そして世阿弥はぞこでは主として物真似と花という点から
論じ，少年の美と壮年の美と老年の美に分けてい右か。老年の美に高い美を認めているのは言うま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶．　　　　Ｉ　　　　　　　　　φ
でもない。即ち，少年には少年の美があるが，それは時分の花であって真の花ではなぐ，年令に応
じ稽古を積む所にその花も次第に不変の花に進むのであ乱そして生理的には衰え。花やかさを失
った老年期になお亡びない花こそ真の花であり幽玄の花であ,るとするのである。そこに稽古と体験
　　　ふ　　　●　　　÷　ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　Ｉ　●･暑　　　　　　｀　　　　　　　　１　　●　 　 　 　 ●。 　 　　　　　　　　　「の貴重さを認めるのである。この年令相応という事も世阿弥の重んずる所で，遊楽習道見風書に於
ても，毛詩の「璃今尾今，流離之子云々」の句を引き，巣の子は雛の時美しいか後にはおかしい様
になるように，人芸に於ても幼少の時満風なのは佃って悪い相である。少年時の不揃の風体か｡，
「年々を経て，次第連続に成人するに従ひて，成す態も揃ひて湯風」となるのか順序であるとして
いるが，更に論語の「苗而不秀者有，秀而不実者有」の句を引き，苗秀を経た後の実が真の実であ
り,゛苗秀実は生涯稽古の序破急であるともしている。この様に世阿弥は稽古に段階があるとし，且
　　　　　　　　　　　柵･プ阿‘弥’‘のノ芸‥‥’道丿□論………（石津）　　　　　　　9.
つ少壮老の年次に相応する稽古の順を踏むべきを言うのである。そこに長い時間にわたる体験の総
積であるF老劫土豪重んずる見解も見られるのである。‥・
　ただこg）「年来稽古」は応永七年の成立で,ヽ世阿弥としては比較的若年の三十八才当時め著であ
り，且つその内容も観阿弥の見解を殆んどそのまま祖述したものと推定されるのであるが，花鏡丿
至花道書の時代になると，世阿弥独白の見解が展舒され，その稽古工夫論に於ても進展を示して来
る。そのうち特に注意したいのは芸の「位」という意識である。即ち世阿弥はそこで安位・順位・
無風位ということを言っている。安位は安定して危げのない位であり，閑位は更に進んだ閑けた位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CU)で，非風を｀も是風とする所謂「危刳と手を放つ」といった自由な位であり，五音曲の閑曲に通じる。
しかもそれが更に究まると，演者め意識をも絶し絶妙の境地に達するので，これを無心無風の位と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●　１　　　-■するのである。しかし以上は実は心位証位とも言うべき位で，むしろ稽古の域を越え，天漢と工夫
により悟得すべき芸位で，万人の所期すべき所でないものとするのであるが，この心位に対して伎
位とも言うべきものをも考えている。伎位とは伎とか型の世界で基本的稽古の時代の位であるか，
これを更に，舞歌二曲の時代，老女軍三体物真似の時代,｀物真似の用風時代に分けて見ている。二
曲三体は能の基本風体として世阿弥の重んずる所で，これを定位木風地体と言っている。定位は一
定不変の位の意であろう。この二曲三体を物にし，更にその応用風を学び，その上で有主風の位に
達する。これを心位の第一歩と見てい’るのである･。・したがって細かに見れば世阿弥は芸弘に六乃至
ｕ2）
七の段階を考えていたと見られるのである。一方また習道者の格位を初心・上手・名人・天下の名
望を得たる者の四等に分けている。上手以上は心位に進んだ者であるが，名人は閉位にある者であ
り，無風位は天下の名望を得たる者の位と見るごとができるのである。･とにかく斯様に芸の位とい
うものを多くの段階に分けているが，そのこと自体，能芸術の道が深遠であり，随ってその修行は
尋常一様の’ものでないとする世阿弥の覚悟を語石ものと言えろ分あろう○　・　　。　｀　”
・そ･してこういう芸位という立場に立って，そこに現れる風格美，所謂「位風美」というものを分
類して示したのか九位次第ヽである。即ち，これを上中下の三位に分け，更に夫々を上中下の三等に
　　　　　・　　　ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９　　　　　　　　　　　　　　　　　「分けるのであるが，上三位に妙花風・寵深花風・閑花風を，中三位に正花風・広精風・浅文風を，
下三位に強細風・強直風・鹿鉛風を挙げてい丞のは周知の通りである。これは世阿弥の美論を見る
上辻極めて貴重な資料となるか，単に美の性質からの分類でなく，修行の位とか価値の上からの分
類でもある所に修行論としても注意されろので声る。下三位は大体強くあらい美で幽玄風を欠くも
のであり，価値的にも低い境地であろ。これに対し中三位，上三位は幽玄風を根板にもつが，浅文
風は歌舞二曲の学習を中心･としてなお素撲な境地であり，広精風は三体物真似を加え用風にも及ぶ
境地であり，正花風は二曲三体に通じこ･れを我物として盛りの花を得る境地である。閑花風以上の
上三位は便にぞの幽玄を深めた平淡美の境地で，その極まる所を妙花風とするのであるが，･閑花風
は安位に，寵深花風は閉位に，妙花風は無心無風位に相当し，夫々の位に於て発現ずる風恪美と見
ることができる。そうして世阿弥は更にその習道次第にいろいろの場合のあることを説明し，下三
位から入る道を無道無名の芸として退け，理想的な順序として，中三位から上三位へJf］ち，浅文
風から始まり，広精風，正花風を経ず妙花風に到る課程を挙げているのである。づまり先ず二曲三
体の基礎を確実にするととが必要であり，その上に用風にも及ぶべきであり，そうしてこそ芸術の
正花も開き得るし。独自の芸境も開き得る。更に進んでは自在無碍言語絶妙の風格に到るとするの
である。しかもそういう上三位になると，それは最早名人の境地であり証悟の境地であるとも言う
のである。　　　　　　　　　　　　　　　　卜　　　　　　　へ｡･
　以上「年来稽古」「位」「九位次第」によって世阿弥の稽古工夫の階梯論を見てきたのである
が，これによって見ても世阿弥がいかに稽古工夫ということを，その次第梯登ということを重んじ
たかは判ると思うヽがy特にとの稽古の階梯を人間成長の過程に於て見ている･点を注意したい。能芸
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術の高い美はどうしても人間修練の道を離れないのであり，全人的な精徊の深まりに於て:はじめて
悟得し得られるとする見解は，修証を第一等とするものであって，芸道思想の上から見七極めて重
要な意味をもつものと思われるのである。随ってその点を更に「美」とい引
みるこ;とにしたい。　　　　　　　　　　　　　　　　・。‥●。
Ｍ 心 論
いる所であるが，一方「しおれJFさび」「ひえ」といっ,た枯淡な美を重んじていることも注意せ
られる。それは幽玄の枯淡化とでも言うべきもめと思うか，例えは花伝書第三問答条々に，
　　ひとむきの花を究めたらん人は萎れたる所豪も知る事あるべし。然ればこの萎れたると申す
　　事，花よりもなほ上の事にも申しつべ･し。　　‥　　　∧
と言っている。花｡は元来流行の美であるから，「萎れる」とか「敬る」とかは花本来の性質とも見
られるし，また花あって萎れるのであり，飽くまで花が根抵にあ･るわけで,「花なくては萎れ所無益
なり。されぱしめりたるなるべし。」「花咲かぬ草木の萎れたらんはなにか面白かるべき。ｺﾞ（問答条々）
とも言うのであるが，同時に「萎れたる風体返々大事也。」（同）と言って萎れの美を見出している
のである。また花鏡「批判之事」の条には，
　　心より出で来る能とは，無上の上手の猿楽に，物数の後，二曲も物真似もきりも，さしてなき
　　能の･さびさびとしたるうちに･何とやらん感やのある胆あり。是を冷えたる曲とも申す也・
とあり，「さび」「冷え」の笑を認めている。尤もとの丁冷え」については九位下三位の強細風を
　「冷えたる曲なり」と言っており問題になるか，この場合の汀冷え」は幽玄から深化した枯淡の意
　　　　　　　　　y　　　　●　　　　●　　　　　　　　　　●ls●　　　a4;・　　　　　　　　　　　　　｀‘一味ではないであろう。野上氏はこれを「幽玄の冷却を思はせ」るとし，能勢氏も「艶麗美の欠け
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’･‘　｀　　’　　　　　　　　（15）　　　’た･王朝風り表現をかりればすさまじきどでもいうべき’曲風,と聊すべきであろう。」と言われてい
る斌とにかく世阿弥が「しおれJFさび」「ひ米」に高い釆を認めでいる事は判る。妖艶から枯
淡閑寂にすすむのは中世美論に通ずる傾向であるか，正徹的妖艶黄幽玄を重んじた世阿弥も亦一方
老境芸術美ともいうべき枯淡美を認め，これを高次の美と｡して重んじているの｡である。・
　そしてこの枯淡美は無心美に通ずる美であると思う。同じ「批判之事」の中で，「冷えたる曲」
について，「これを心より出で来る能とも云ひ，･無心の能とも申す也。」と言っているか，この無
心の美はまた世阿弥の非常に重んじている所であり，世阿弥の美意識の展開として注意されるもの
　　　　　●　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　(16)　　4’　　　　　　　－　●で弗る７無心黄論については久松潜一氏も注意しておられるが，例えば，花伝書第一年来稽古条々
に，五十有余の境地と｡して，　　　　　　　　　　　゛一
　　真に得たらん能者ならば，牧数は皆々失せて，善悪見所は少しとも，花は残るべし。
といい，つづいて，　　　　　　　　　　　　　　　　ダ
　　凡そ其の頃，物数をばはや今の初心に譲りて，安き所を少な少なと色ひてせしかども，花は弥
　’増しに見えし也。これ真に得たりし花なる‘が故に，能は枝葉も少ぐ老木になるま’で花は散らで
　　残りしなり。これまのあたり老骨に残りし花の証拠なり。。　　　　　　　　　゛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｙ　●と言っている。,これは｡至徳元年五月四日，死の直前に観阿弥か駿河の国浅間の前に於て行った法楽
能の殊,に花やかであった事をたたえて言ったもので,あり丿老劫の美であるが，同時に無の美を言っ
たものであろう。花鏡の「万能絆一心事」の条に於ても，卜。
　　せぬ所が面白きなど言ふ事あり。　　･1　　　　　　‥‥‥‥‥‥　‥‥　　　ト　　　　＼
とし，　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　卜∧
　∧せぬ所と申すはそのひまなり。…!･･せぬにてはある,べか,らずタ無心の位に｡て，我心を我にも隠
　　　　　　　世･ヅ阿　弥　の　芸’進　･論‘’‘ト’I（石津｡）
ず案心にて，せぬひずの前後を縮ぐべし。是則万能を一心にで絆ぐ感力也。
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と言ってい名。能はｰﾆｰ-一つめ技能であるが，その伎と伎をつなぐもめは心であり，そとにはじめて芸
術としての高い生命も得られるとするのであるが，その一心は無心の一心とも言えるのである。意
識的な心ではない。「我心を我にも隠す案心」とはそれを言っている。七十以後口伝に元雅が最期
近くなった頃，「無用の事をばせぬ」由中した事を引いて，「無用の事をせぬと知る心，すなはち能
の得法なり。」とあるのも，同様の境地であろう。風曲集では音曲のかかり風体に有文無文の両様
　　　　　　　　　　　　　　　４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　■があるとし，「声聞無文にて，さして心耳を動かす曲は無くて，ただ美しくたぶやかに聞ゆる風体」
が無文であり／しかもそれは有文に比し，品があり上果であるヽとし，
　　無文音感は有無ともに龍るが故に是を第一とす。有文の音感は無得までには究めぬ所の残るが
　故に第二とする也。
と言っているのである。･以上によっ,てみても，世阿弥が，無い所にあ右有，というより有無を越え
た無のはたらきを認め尊んでいる事は明らかであるが，ごの「無」は「杢」ともなるヽのであって，
遊楽習道見風書に於て空論を展開している。即ち，前に述べた「苗秀実」の論に続いて／心経の
「色則是杢，杢則是色」の語を引き，諸道芸に於ても色杢の二つかあるとし，「苗秀実の三段終り
て，安,き位に至りて，万曲尽く意中の景に満風する所」は「色則是空」といってよ｡い6ただそこで
はまだ「智外の堤非の用心」が必要であるか，そういう用心の必要もなく，「何となす風曲も閑け
かへりて，まさしく異相なる風よと見えながら，面白くて是非善悪も無からん位」は「杢則是色」
と言ってもよいであろうというのである。’言うまでもなく心経の･「色則是座，港則是色」には何等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　●･
１　　　　　　　　　　　　　“
上下の差はないが，世阿弥は「港則是色」を一段上位に解しているし，また心経の句の借用の仕方
にも無理があIり曖昧さも残るが，大休演者の意中の景がそのまま万曲とな’るといった，是非も･なく
智外の用心も無用め絶対自由の境地を「杢」と見ているごと思われる・
　世阿弥はまた「妙」という事も再々言っている。それは「言語道断，心行所滅」の境である゛｡が，
とれも無心に通ずるものであり，その究極と見られる。花鏡「妙所之事」の条で，゛
　　戟とはたへなりと也。妙なりと云ふは，形なき姿蜘。形なき所妙体也。
と言い３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。。　　　　　　　　　’　　・Ｉ
　　ただこの妙所は能を極め堪能そのものになりて，閉けたる位の安き所に人ぷして。なす所のわ
　　ざに少しも拘らで，無心無風の位に到る見風，妙所･に近き所にてやあるべき。･‥
　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　・　　・　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●と言っている。音曲声出口伝にも，「声は無色なるにあやなせる所｡，是上手妙音な,るべし。無色の
　　　　　　　　Ｉ　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　　　　　　　　　　　・あやなり。この位を妙所と申すなり。」’とある。九位の上三花は大体無心の美乃至それに近い美と
見られるが，殊にその最上位に「妙花風」を置き次の様に説明してもいる。
　　新羅，夜半日頭明かなり。
　　妙と云ふは，言語道断，心行所滅なり。夜牛の日頭。是又言語の及ぶべき処か。，如何。。然れ
　　ば，当道の堪能の幽風，褒美も及ばず，無心の感，無位の位風の離見こそ妙花にや有る’べき。･
ここには禅的表見もあり，十分その意を解することは困難であるか，無心の美を妙と言っているこ･
とは明らかである。
　ともあれこうして世阿弥が「しおれ」「さび」「ひえ」等の枯淡美とか,’更にはまた「無」「空」
「妙」といった無心美を認め，これを最高究極の美としてい~ることが知られるか，そうい｡う咲を認
める根拠，或はそういう美の成立契機には禅的「無」の思想があると言え’るであろう６　一体世阿
弥の所論には禅語を用いた処は多く，その思想体系にも禅的色彩が濃いのである力ら　無心とが空
とか妙という考え方にはどうしても禅的観法のあることは否定できない所で(17)党も認める所であ
る・そこに･は時代的影響というぐともあろうか，それだけその美的内容にも極めて深いものかあ
る。たしかに無心の美は禅的「無」を志向し4「無」を表現したものといって,よい。,そとに芸術’と
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一一
宗教の一体となる姿も見られるが，世阿,弥が口を極めて稽古を言い;老劫を重んじ／|吾達を求めた
りも，かかる芸妾とか美を志向し，これを欲求した所に発す恥とも言えるかと思うのである。,｡そこ
に世阿弥の「芸の道」もあるのである。‥一　　　　　／
　Ｊ　　　　　　　　　　　Ⅶ●　却　　来　●｀論=l　　　　　，●
　　最後に「却来」という･ことについて考えておきたい。　　　　．　　　ｗ　　　　　　　－
　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　●　　　･･　　　　　　　　●　　　　　　　　　●却来というのは向去に対する言葉である。向去は理想に=向って一途に精進しその境地に到ること
　であり，そうして究極にまで進み得た後に再び下位に下って来るのか却来であるが，世阿弥はまた
　この却来ということを言って重んじているのであ名。その見解は主として九位習道次第や五音曲条
　々や七十以後口伝等に直接見られるか，殊に七十以後口伝は一名を「却来花」と題し，
　　　抑々元雅，道の奥儀を究め尽すと雖，ある秘曲一夕条をば，四十以前は外見あるまじき秘曲に，
　　　て，口伝ばかりにて，共曲風をば現はさざりし也。･これは却来風とて，四十以後一期に一度な
　　　す曲風也。……夢p々却来風の曲と云，無上妙肪の秘伝也。丁望却来，却来不急」と云へり。こ
　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　χ　　　　　　　　　　　　　・　　●　　　　　●れはﾛｸﾄなき秘曲なるによって，元雅一人の相伝なれども。早世め上は後世に曲名をだにも知
　　　る人あるまじければ，紙墨に載する処，深秘々々。　　　＼　　ダ’
　　　　■　　●　　１　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　Ｉ’　　　　　　　　　４　　　　　１　　　　●と言っているから，いかに世阿弥がこの却来風をｍんじたかも知られるのである。
　　それでは具体的にはどういう曲風が却来であるかという払その点必ずしも詳かでなく，ただ上･
　掲の文の中で，元雅が最期近くなった時，「よくよく得法して無用の事をばせぬ由申しける也。」
‘と言ったとし，「無用の事をせぬと知る心，即ち能の得法也9」と言っているのか注意されるに過ぎ
　ないか，上掲の文に続いてまた「舞の右左右」ということを挙げている。即ち，舞の普通の型とし。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ．　　●ｉ　　ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｓゝΦては，左右左と袖をひるがえして舞うのであるが，それを逆把右左右と舞うことがあり秘伝である
　と七ているのである。これぼ所謂井風を是風とする破格の境地を言よたもので，閑位に相当すると
　　　　　　　　　　ｙ　　　，　　　　　　　　　　　　　　　ｉｉ・　　　　１　　　　　　　　　　　　　　１も見られるのであ･る。ただ‘この「舞め右左右」が果し七却来花の内容をさすかどうかははっきりし
　　　　(18)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡；　　　　　　　　j
　ないか，五音曲条々の閉曲の説明に，「是は向去却来しで,いや閉けてうたふ位曲也」と言っている
　所を見ると，やはり却来花の一つの内容を示すものと見てよいかと思われるし，それは閤位の一種
　ということになる。　　　　　　　　　　　　　　　　I･
　　却来ということについてはまた九位習述次第で，「中初・上中≒,下後」の順序を示し，－
　‘　中三位より上三花に至りて，安位妙花を得て，さて却来して,ト下三位の風にも遊通して共態を
　Ｊ　なせば，和風の曲体ともなるべし。（同点筆者）　　＞
　とし，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ･　，　　●　　　　　　　　　　　　　。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛　　　　１　　　ｆ
　　　中初より入門して，上中下後と習道したる堪能のI達風までは，下三位にても，上類の見風をな
　　　すべし。　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　一丿‥‥‥　‥‥‥
　ども言っている。，それをｙ下三位から入門するとか，中位広精風（未得花）から下三位に入ったの
　では，得花の境には到り得ないのであり，下三位の芸にも位ずる,事ができ｡ないとも言よているので
　ある。つまり初めから非幽玄の下三位に低迷していては無道無名に終って花･も開かないが，向･去の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｓ末，幸に上三位の妙花風を極めた後に却来して下三位に下つ九場合にはj下三位の芸も生き，「上
　類の見風」をなすというのである。しかもそとまで行った者は実際には観阿弥以外には未だ一人も
　ないとも言っているのである。　　　　　　　　へ　　　　。，　　　　　　　　　≒　　∧　‘゛
　ヅこう見て来ると，世阿弥の言う却来風は閑位の特別な境地で函りﾀ.r,更にその上位にあるものとも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s　　　　　　k4i見なされる力ち要する･に上位を究めて下位に還ることであり，幽玄がら涯幽玄に翻り，是瓜に非嵐
　を混じえる境地をさしているものと推察されるレしたかっ七卸来花の内容そめ’ものは一見むしろ幼
　稚な芸であり。｡非風の芸でさえあるか，’却来して来るところ削｡ぞれは特別の意味をもっ七新しく･
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生きるのであり，無上妙体となるのである。風曲集に無文音感を説明して／究極を究めた無文と不
学の無文とは異るとしているのも，曲附書に「至りて深きは浅きにちかし,と云ふ事心うべし。」と
あるのもそういう境地を言ったものであろうし，’花伝書別紙口伝の「コ乙ﾉ道ラ究ｙ終リテミレバ，
花トテ別ニハ無キモノナリ。」も同様に解されるのである｡゜禅家に所謂初緑花紅限横鼻縦に通ずる
境地とも思われ，ここにも亦世阿弥の禅的な署え方を見得るかと思うのである。＼　　　　ダ
’ともあれかように世阿弥は却来ということを言っているか，それは内容そのものよりも，む’しろ
そこに到る過程とか芸境が問題にされているものと思われる。そしてそれは仏教に言う｀下化衆生・
還相廻向にも当り，高悟帰俗の境地であって，やは胎一つの悟りの境地と言うべきであろう｡’‘しか
もそこに到達すると，横井春野氏も言われているように，「一切の形態から脱却して，恰かも最初
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C19)　　　　　●。　　　　，の無に帰っ･たかの如く，渾然無擬の世界か展開される」のである。それは無心美の極致と｡も言える
のであるが，あくまで幽玄妙花をのぞむ向上直言の精進稽古を説いてやまなかった世阿弥に，この
却来論のあることは十分注意されるべきであって，それだけにまた世阿弥の修行論の深さを見るこ
　　　　　　　　　　　¶　　　　　　　　　　　　Ｊ　　　　　　　　　　　Ｆ　　　　　　　　　　　　●　　Ｉとができるかと思う。 　 ’， 。 　” ’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vffl　　結　　　　　　　　　　｀。　　　ト。　・●
　以上私は伝統観・倫理宗教観・稽古箇，乃至はまた無心美箇を通して世阿弥の芸道論の大略を見
てきた。そして本稿に於ては道の見解の検索盤理ということを主眼としたのである。しかしもとよ
り以上は世阿弥の芸道箇を尽すものではなく，また独断的解釈に陥った点も多いと思うか，以上を
以てしても，それが芸道箇として極めてすぐれたものであるとは言い得ると思う。ただかかる思想
は，既にその都慶指摘して来たように，中世芸術箇に共通する思想であり，芸道論としての基本的
見解に於ては或は格別のものはないと言えるかも知れないが，従来の歌道箇連歌這箇に比ぺ一段と
幅と深みを加えて来ているととに気付くのである。殊にその徹底した稽古箇は異彩を放っていると
言わなければならない。それは一つには能楽が多方面の芸術であるという特殊な性格からも必然的
に要躊されたものでもあろうが，また能楽道をあくまで稽古工夫の実践道に求めたことによるであ
･ろう。そして真摯且つ不断の修行を離れては芸術としての真理の獲得も不可能とする所は宗教的修
行と全く軌を一にするものである。また「無」「空」「妙」に最高の美を認め，円銅位」「無心位」
「却来」を重んじ，しかもそれは稽古工夫の劫を積和だ究極に於て悟得し得られ」）とする如き，美
論として卓越しているばかりでなく，道の箇としても亦すぐれたものと言うべきである。ここに到
ると美と人間，芸術と宗教とは一体となっているように考えられるのである。世阿弥にも芸術妄執
観もあり，そこになお考えるべき問題も残るが，とにかくその芸道思想は驚くべき深まりを見せて
いるのであって，やはり世阿弥の能楽芸道諭は中泄の芸道論としても，極めて注意すべき見解であ
ると思うのである。
生１．西尾実氏目廷阿弥元消」（岩波講座　日本文学）の「時代と彼」の章。なお西尾氏は,「信濃教育」「国
　文教育」等に於ても世阿弥の道に関する論文を発表しておられる。
　能勢朝次氏「能楽芸道」ヽ「能楽研究」「世阿弥十六部築評釈」　　　　　　　　　　　　　　゛｀
注２．拙稿「心敬の道の論について」（高知大学学術研究報告第三巻第二十七号）第一節参照。　″
注３．世阿弥当時の猿楽分布については，花伝言第四神儀に次の如く見える。
　日大和国春日御神事相随申楽四座　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
　　　外山　　結崎　　坂戸　　円満井
　日近江国日洽榊事相随申楽三座
　　　ヤ々シナ　　シT:■^^カ　　ヒ|　ﾆ/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/●　　　山階　　下坂　　比叡
　Θ伊御主司　二座，
14　　　　　　　高知大学学術研究報告　第6万巻“第12号
　０法勝寺御修正参勤申楽三座　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　，　　ｚナ11　　ヤタ　　シヽク|　　　　　　　　　　　　　　　　レjﾉﾆj　　　新座　本座　法成寺　　　　　　　　　　二　。。　　　　　　　　　　　よ
　此三座　同賀茂住吉御神事にも相随　　　　　　　　　　グ　ト
　田楽では本座（京白河）と新座（奈良）の二座が盛であった６
注４．「能の幽玄と花」「花伝書研究緒論」その他。　　･｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　　　　・　，　●’　ｉ　　　　　　　　　　　　　ｌ注５．秘伝に関しては小官豊隆氏に「能と秘伝」（能楽全書第一巻），野上豊―郎氏に「秘伝の存在理由」（花
　伝書研究）があり注意せられる。　　　　　　　　　　　･･　　　　　　　．Ｆ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，１　１　　　　　　　　　　　・注６．型に関しては能勢朝次氏に「型の哲理的考察」（能楽芸道）があり注意せられる。
注７．「秘義」という書は発見されていないが，世阿弥の秘伝書の一と大体推定されでい゛るa
注８．「近古時代文芸思潮史J p. 827.　　　　　　　’
注９．野上豊一郎氏は「非道」を次の三重戒から推し，「芸事の上の非道に限らず，日常行動の上の非道的な
　　ものすべてを含めてゐると認められる｡」（花伝書研究p. 101, 107)としておられるが，歌道は例外である
　　とあるから，やはり芸事上の他の諸道と見てょいであろう。’ト　　　　　　１　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ　　　●注10.「世阿弥元清」（岩波講座　日本文学) p. 54.づ 。
注11.野上豊一郎氏「能の位，殊に圖位について」（能　研究と発ぼ），酉尾実氏「世阿弥の閔位とその成立」
　　（文学昭和十一年四月号）参照。　　　　　　　　　　……　　　。，
注12.能勢朝次氏「芸能に於ける修行の意義」「世阿弥の芸論に於ける位」（能楽芸道p. 9, 10, 124.)参照。
注13.「諸道諸事に於て幽玄なるをもて上果とせり。殊更当芸に於て幽玄の凪体第一とせり｡」「ただ美しく柔ヽ
　和なる体幽玄の本体也｡」（花鏡「幽玄之入堺事」）　　　　　＼　　　　　　’
注14.「能の幽玄」（能の幽玄と花p. 28.)　　　　　二　　＼・　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
注15.「世阿弥十六部集評釈」上p. 568.
注16.「中世に於ける文学美の類型」（日本学士院紀要第十三巻7第二号昭和三十年六月十二日発行）参照。’
注17.例えば，久松真一氏「幽玄論」（禅の論敦所載），能勢朝次氏「無所住と一行三昧」,（能楽研究）等。（
注18.｡「舞の右左右」を野上氏は天女舞駿河舞等と共に追記の形式の叙述として軽い意味にとっておられるに
　対し（世阿弥元m p. 194),能勢氏は却来花の内容の中心と見ておられる≒（評釈下p. G78)。
注19.「吐阿弥の生涯J p. 264oなお桑田忠親氏の「世阿弥と利休」（ｐ.!03）にも略同様の解釈が見られる。
?。
(昭和32年９月18日受理)
